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「中期経営計画“Evolution（限りなき進化）”」について 

 

今般、2015年 3月期からの 3年間を計画の期間とする中期経営計画を策定しましたので、

お知らせいたします。本計画は、当社グループを取り巻く経済環境、市場動向などを踏ま

えた上で、当社グループが実行すべき詳細な施策を取りまとめたものです。 

 

１．中期経営計画“Evolution（限りなき進化）”の概要 

 

当社は、ノンバンク固有の自由度・柔軟性とアセットの知見をベースに、経営資源（モ

ノ、資金、人材、情報、機能）を様々な形態にコーディネイトし提供できる「頼りが

いのある事業パートナー」として、お客様の悩みや課題の解決に貢献する高度なサー

ビスをグローバルに展開するとともに、安定性と成長性を兼ね備えたビジネスポート

フォリオの確立を目指してまいります。 

これらの実現に向けて中期経営計画“Evolution”では、経営戦略を「成長戦略」と「経

営基盤強化戦略」に区分した上でそれぞれ具体的な施策を掲げ、着実に実行に移して

まいります。 

 

（１） 成長戦略 
 

① ビジネスモデルの進化 

コア事業であるコーポレートファイナンス、アセットファイナンスに、サービス

提供、事業参画を加えた４つのビジネスモデルを強力に推進してまいります。 
 

② 国際展開の加速化 

各国の経済・産業の発展度、市場の成熟度・ニーズに応じ、国内で培った強みを、

アジアを中心とした海外で展開いたします。 
 

「ビジネスモデルの進化」と「国際展開の加速化」における重点分野として、以

下の７つの事業を設定し、推進してまいります。 
 

 国内カスタマー事業 

 環境・エネルギー事業 

 国際事業 

 グローバルアセット事業 

 医療・介護事業 

 アセット関連サービス事業 

 不動産事業 

 



③ グループシナジーの発揮 

グループ会社の機能及び多様な営業チャネルの有効かつ積極的活用を通じて、

トップラインの拡大を目指してまいります。 
 

④ 新規事業の継続的創出 

国内外の成長分野で、当社グループの機能・強みにパートナーのノウハウも合

わせ、サービス提供、事業参画の領域を中心に新規事業を継続的に創出してま

いります。 
 

⑤ 外部成長戦略の推進 

国内・海外において、顧客基盤の拡大及び機能提供の拡充に資するノンオーガ

ニックグロース戦略を推進してまいります。 
 

（２） 経営基盤強化戦略 
 

① 経営管理の高度化 

多様なリスクやビジネスモデルに対し主体的かつ能動的にリスクをコントロ

ールできるリスクマネジメント体制の構築、及びポートフォリオマネジメント

の高度化を図ってまいります。 
 

② グローバル化に対応した業務インフラの整備 

人材の育成・充実、拠点の機能向上、及びコーポレート各部のサポートによる

業務インフラの充実を通じ、拡大を図る国際業務に対する安定した業務運営体

制を構築してまいります。 
 

③ グループマネジメントの深化 

グループベースでの戦略推進とシナジー発揮に向けた協業深化、及び経営資源

の有効活用による業務効率の向上を目指してまいります。 
 

④ 人材マネジメントの強化 

業務の拡がりに見合った多様な人材の獲得・育成と経営資源の有効活用を図っ

てまいります。また、適切な評価や処遇を実践してまいります。 
 

⑤ 自由闊達・活力ある企業風土の醸成 

多様な価値観を持った社員一人ひとりのモラールの維持・向上と、挑戦する組

織への変革に向け、自由闊達・活力ある企業風土を醸成してまいります。 

 

⑥ ＩＴ基盤強化と戦略的な活用 

ＩＴシステム・通信インフラの強化、戦略的活用により業務の安定性強化、効

率性の向上を図ります。 
 

⑦ 揺るぎない信頼の維持 

内部管理態勢を一層強化し、お取引先、マーケットからの揺るぎない信頼を維

持し、健全な成長の持続を目指してまいります。 
 
 
 
 
 
 
 



 

２．経営目標 

 

中期経営計画における経営目標を以下の通り設定いたします。 

 

項 目 
2017年 3月期 

（目 標 値） 

連結当期純利益  450億円以上 

海外営業資産比率  30% 

 ※海外営業資産比率は、連結営業資産残高に占める海外連結子会社の営業資産残高の割合です。 

 

 

以上 


